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あらまし 従来の図書館では公開が困難であった古典的な文献や資料をインターネット上で公開するために，文献の電子化が進んでいる．しか

し，公開される文献の多くは閲覧だけが許されており，利用者による文献の引用などの二次利用を想定していないことが多い．そこで本研究では，電

子図書館で公開される文献から必要な情報を自由に取り出すためのデータモデルと文献からの情報抽出操作を提案する．提案するデータモデルでは，

様々な形式で公開される漢字文献に関する情報 (画像やテキストなど)を XML に変換することによって，文献に対する柔軟な検索と利用者による情報

抽出の両立を実現する．利用者による情報の抽出操作は，提案モデルに従って電子化した文献から利用者が必要な部分を切り抜き，スクラップブック

と同様な領域に貼り付ける操作である．また，本研究は漢字文献を対象に，利用者が情報を抽出するプロトタイプシステムを実装する．
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Abstract Libraries have promoted classic literature as digital document that are difficult to be displayed in their original forms. These digital

documents are now accessed through the Internet. However, such digital documents are available for reading only, not for citing nor editing. In this paper,

we propose a data model for users to extract and edit digital documents from a digital library. The proposed model makes it possible to flexibly retrieve

documents as well as to edit information by integrated managing of documents displayed as images or texts by XML. It also provides a method to cut a part

of documents and paste it in an area of prototype systems, which is examined whether users can operate cut and paste using digital kanji documents.
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1 はじめに

図書館の電子化が進み多くの古典的な文献が，テキス

トデータもしくは画像として公開さている．特に，日本，
中国，韓国などの東アジア圏の古典的な文献は，Unicode
[1]などの符号化文字集合にない文字や保存状態によって
判別が困難な文字があるため，テキストデータと画像の両
方の形式で電子化されることが多い．このように電子化
された文献の多くは，電子図書館やデジタルアーカイブな
どの形態でインターネット上で公開される．
しかし，インターネット上で公開される文献の多くは閲
覧だけが可能であり，利用者による文献の引用などの二次

利用を想定していない．しかし，研究活動などの情報収集
は，文献に記述されている一部の文書だけを利用すること
が多いため，文献の二次利用の要求は高いと考えられる．
そこで，本研究では東アジア圏の文献を漢字文献と呼
び，このような文献から利用者が必要な情報の探し出し，
引用などの二次利用するための手法を提案する．文献集
合からの情報抽出は，漢字文献集合から利用者が注目する
トピックもしくはフレーズが記述されている文献を検索
し，その結果から利用者がさらに自分の意図に合った文献

の選択および必要な部分の取り出すことによって行われ
る．このような情報収集を実現するために，本稿では，漢
字文献の検索と閲覧ためのデータモデルを提案する．漢
字文献の表示には，元の文献をスキャナ等で電子化した画
像を利用する．しかし，漢字文献の検索では，画像の特徴
を用いた検索だけではなく，漢字文献の内容に対する文字
列検索も必要である．そこで，本稿で提案するデータモデ
ルは，漢字文献の画像と，関連するテキスト情報を単一の
XML文書として記述する．提案モデルによって，元の漢
字文献の見た目を計算機上での再現することと漢字文献
の内容に対する文字列検索の両方を実現する．また，提案
モデルに従った漢字文献データの交換と Unicode などで
記述できない文字である外字に関する情報をテキスト中
の記述するために XML [2]を利用する．
本稿で提案する漢字文献からの情報抽出は，利用者が漢
字文献の画像に対して指定した領域に従って，漢字文献
データから画像及び関連するテキストデータを取り出す
操作である．提案方法に従って漢字文献から取り出した

情報を電子スクラップと呼ぶ．さらに本稿では，複数作成
される電子スクラップを管理するための電子スクラップ
ブックを提案する．
本稿では，提案する漢字文献データモデルと電子スク
ラップブックを用いた文献検索と電子スクラップの操作
を検証するためのプロトタイプシステムを作成した．プ
ロトタイプシステムでは，提案する漢字文献データモデル
を Relax NG [3] を用いて記述し，百人一首 [4] を対象に
漢字文献データを作成した．また，文字列検索処理のため
に漢字文献をデータベースに格納した．最後にプロトタ

イプシステムの実行例を示す．

2 漢字文献データモデル

2.1 漢字文献データモデルの構造

図 1 に漢字文献データモデルの概略を示す．漢字文献
データモデルは，書誌情報，表示情報，内容情報，表示情
報と内容表の対応表から構成され，単一の XML文書とし
て表現される．書誌情報は，漢字文献のタイトルなどを記
述し，表示情報では，利用者に漢字文献を示すための画像
を示す．内容情報は，表示情報の内容を書き下した文書
や，人名や地名などの重要な単語を抜き出した単語リスト
など，複数の情報の記述を許す．対応表は，各内容情報に
合わせて記述するので，内容情報と同数記述する．

書誌情報（Title: 初日の富士 ，Subject： 百人一首，ID: XXX ）

表示情報 対応表 a 内容情報 a 

・・・

．

．

．

(位置情報)

対応表 b

・・・
(位置情報)

・・・

（ID:１，発音: の関連情報：平仮名“の”
の異体字）

•…

内容情報 b

・・・

HEADER（漢字属性情報リスト）

HEADER（書き下し文）

BODY

BODY

田子<外字>1</外字>浦・・・

図 1: 漢字文献データモデル

図 1は山部赤人の句を表す漢字文献データの例である．
図 1の表示情報の 3文字目は，ひらがな ”の”の異体字で
あり，ここでは外字として扱う．

2.1.1 書誌情報

書誌情報では，識別子や製作時期などの文献に直接記述
されない情報と，表題などの文献目録の作成に必要な情
報を記述する．書誌情報で用いる要素名は，Dublin Core
Element Set Version 1.1 [5]で定義された 15項目を用いる
(図 2)．このような既存の要素を用いることで他の目録管
理システムなどとの情報交換が容易になると考えられる．

� �
Title, Subject, Identifier, Creator,

Description, Publisher, Contributor, Date,

Type, Format, Source, Language, Relation,

Coverage, Rights

� �
図 2: 書誌情報の要素

本稿では，文献を識別するための要素 Identifier，文献名
を記述する要素 Title，文献の主題を記述する要素 Subject
を必須とする．図 1の書誌情報の記述例を以下に示す．

例書誌情報の記述

<KDInfo>

<DC:Titel>初日の富士</DC:Title>



<DC:Subject>百人一首</DC:Subject>

<DC:Identifier>1</DC:Identifier>

</KDInfo>

各要素のプレフィックス ”DC:”は，Dublin Core Element
Set Version 1.1の名前空間を表す．

2.1.2 表示情報

表示情報は，利用者に漢字文献を示すための情報を記述

する．本稿では，元の漢字文献をスキャナ等で電子化した
画像を用いる．対象とする画像には以下のような種類が
ある．

(1) ラスタ画像
ラスタ画像には，bitmap，JPEG，GIFなどの形式があ
る．この形式は，スキャナ等で作成でき，WWW 環
境での画像交換でも広く利用されている．また，この
形式は，境界強調などの画像処理に適しているので紙
の変色や文字のかすれなどから判別が困難な文字を

含む漢字文献の解読支援に利用できる．
(2) ベクトル画像
ベクトル画像は拡大縮小などの画像変換をしても形
状が保存される形式なので，漢字文献の画像に記述さ
れている文字の形状の詳細な調査などに利用できる．
特に本稿では，ベクトル画像を XML文書として管理
できる SVG [6]の利用が適当であると考えられる．

表示情報における画像の記述は，MIME エンコードし
たラスタ画像や SVG画像を直接記述するか，画像の参照
情報として URLを用いて間接的に記述する．図 1の表情
情報を URLを用いて記述する例を以下に示す．

例表示情報の記述

<KDimage>http://foo.ac.jp/foo.jpg</KDimage>

2.1.3 内容情報

内容情報は，漢字文献の内容に関連したテキスト情報で
ある．例えば，漢字文献の内容を表したテキストや，英訳

したテキスト，人名や地名などの重要な単語に対する辞書
情報などが挙げられる．従って，本稿では一つの表示情報
に対して複数の内容情報が存在する．そこで内容情報の
構成は，漢字文献データ内で固有のキーワードを記述する
ヘッダと，本文の組として記述する．また，ヘッダは，他
の内容情報と識別するために利用する．
内容情報の本文に記述する内容には以下のような種類
がある．

書き下し文 書き下し文は，表示情報の内容を記述した文
書である．文書の記述には，Unicodeなどの符号化文
字集合を用いる．文書中の外字がある場合，次に述べ
る漢字属性情報リストの識別子を参照情報として記
述する．参照の記述には，XML を用いる．さらに，
文字によっては複数の解釈が存在することが考えら

れるので，参照情報は，一つ以上の漢字属性情報リス
トの識別子を記述することがある．従って，書き下し
文は，符号化文字と漢字属性情報リストへの参照で構

成された XML 文書であると言える．図 1 に関する
書き下し文の記述例を以下に示す．

例書き下し文の記述

<KDcontent>

<header>書き下し文</header>

<body>田子<gaiji>1</gaiji>浦</body>

</KDcontent>

要素 gaijiは，次に示す漢字属性情報リストへの参照
の記述例である．

漢字属性情報リスト 漢字属性情報リストでは，漢字文献
に記述されている文字の形状や発音，意味などの文
字に関連する情報を記述する．漢字の属性情報は，漢
字文献中の文字の識別子と，部首，総画数，四角号
碼などの漢字の形状に関する情報，漢音，呉音，訓，
pinyin などの読みに関する情報，漢字の意味や異体
字，eKanji [7]や今昔文字鏡 [8]などの大規模漢字集
合への参照などの関連情報の組として記述する．図 1
に関する漢字属性情報リストの記述例を以下に示す．

例漢字属性の記述

<KDcontent>

<header>漢字属性情報リスト</header>

<body>

<KanjiInfo><ID>1</ID>

<pronunciation>の</pronunciation>

<relatedInfo>"の"の異体字</relatedInfo>

<KanjiInfo>

<KanjiInfo>...</KanjiInfo>...

</body>

</KDcontent>

要素 KanjiInfo は一つの文字情報を表し，要素 ID は
他の内容情報が参照するために利用する．また，要素
pronunciationと要素 relatedInfoはそれぞれ文字に関
する発音および関連情報を記述する．この例では，文

字の形状情報を省略している．
単語リスト 漢字文献には，人名や地名，仏教用語のよう
な専門用語などの重要な単語が含まれている．これ
らの単語に関する意味や注釈は，文献を検索する上で
重要な手がかりとなる．そこで，本稿では，漢字文献
中の単語と意味の組をリスト形式で記述する．また，
単語に含まれる外字は，書き下し文と同様に漢字属性
リストの識別子を記述する．図 1 に関する単語リス
トの記述例を以下に示す．

例単語リストの記述

<KDcontent>

<header>単語リスト</header>



<body>

<word>

<string>田子</string><info>...</info>

</word>

<word>...</word>...

</body>

</KDcontent>

要素 wordは，一つの単語情報を表し，要素 string，要
素 infoはそれぞれ表示情報に記述されている単語と，
単語の意味を記述する．

2.1.4 対応表

対応表は，内容情報と表示情報の関連を表形式で記述し
たものであり，内容情報から表示情報への写像として扱え
る．対応表に記述する内容情報に関する情報は，文字の出
現位置である．内容情報が書き下し文の場合は，文字列の
先頭から順に与えた番号を用いる．漢字属性情報や単語
リストなどのリスト形式の情報は，各項目の順に従って番
号を与える．
対応表に記述する表示情報の領域は，表示情報に描かれ

ている部分画像の範囲を表現する．そのために本稿で用
いる座標系は，画像の左上を原点とし，水平方向の左向き
を X軸の正の向き，垂直方向下向きを Y軸の正の向きと
する．領域の形状は長方形であり，原点から最も近い点
(minX,minY)と最も遠い点 (maxX,maxY)の 2点の座標値
を対応表に記述する．例えば，画像中の文字の範囲を記述
する場合は，文字を囲むMinimum Bounding Rectangleの
原点に最も近い点と最も遠い点の座標を用いる．また，対
応表は複数存在するので，どの内容情報と表示情報の対応

表であるかをヘッダに記述する．
例である図 1 を対象に書き下し文と表示情報に関する
対応表の記述例を以下に示す．下記の記述例では，書き下
し文の本文の 1文字目である ”田”に対応する表示情報の
領域を記述している．

例対応表の記述

<KDcorrespondence>

<KDheader>書き下し文</KDheader>

<row>

<cposition>1</cposition>

<ipositon>

<minX>100</minX><minY>100</minY>

<maxX>120</maxX><maxY>120</maxY>

</iposition>

</row>

<row>...</row>...

</KDcorrespondence>

要素 KDheaderは，どの内容情報に関する対応表である
かを表している．要素 row が対応表の一つ対応情報であ

り，要素 cposition が内容情報の位置，要素 iposition が，
対応する表示情報の領域を表す．

2.2 漢字文献の検索

漢字文献の検索は，各内容情報や表示情報などの一つ情
報に対する検索と，書き下し文と漢字属性情報リスト，漢
字属性情報リストと単語リスト，表示情報の領域などのよ
うな二つ以上の情報に対する検索を組み合わせる方法が
挙げられる．特に提案モデルでは，外字を含む文字列検索
のように漢字属性情報リストと組み合わせた検索が多く
行われると考えられる．また，ここでは検索で得られる結
果は，すべて表示情報の検索に一致した文字が描かれてい

る領域とする．
以下に主な検索処理について述べる．

• 漢字属性情報リストの参照を含む検索キーによる検
索
書き下し文や単語リストなどの各内容情報は，テキス
ト情報であるため，書き下し文に対する検索，漢字属
性情報リストの関連情報に対する検索などどれも同
じ文字列検索として処理できる．また，検索キーが，
符号化文字だけで構成されているのであれば，一般的

な文字列検索の手法が利用できると考えられる．そ
こで，ここでは検索キーに漢字属性情報リストへの参
照が含まれる検索を考える．この場合の検索処理は，
次の通りである．(1)検索キーに含まれる漢字属性情
報リストへの参照部分を任意の文字と一致するもと
みなして文字列検索を行う．(2) (1) の結果として得
られる内容情報から検索キーと一致した部分を取り
出す．(3)取り出した文字列の中に，参照のための要
素がありかつ参照値が含まれているものを選択する．

• 外字の属性情報を含む検索キーによる検索
検索キーの外字の記述に，読みや画数などの外字の属
性情報を用いる場合を考える．この検索では，書き下
し文と漢字属性情報リストを組み合わせた検索にな
る．その処理は，検索キーから外字の属性情報の部分
を取り出し，それに基づいて漢字属性情報リストの文
字列検索をする．その結果として漢字属性情報リス
トの IDが得られるので，外字の属性情報を含む検索
キーは，漢字属性情報リストの参照情報を含む検索

キーに変換できる．変換された検索キーを用いて，先
に述べた漢字属性情報リストの参照を含む検索キー
による検索をすることで処理できると考えられる．
• 表示情報の領域に着目した検索
検索キーとして表示情報の領域を用いる検索を考え
る．このような検索は，写本の比較などのように同じ
場所に同じ語彙が出現すると期待される文献の検索
に利用できると考えられる．ただし，表示情報で用い
る画像のサイズがすべて同じあるとは限らないので，

領域を検索キーとして利用するには領域の位置を正
規化する必要がある．領域の正規化は，指定した領域
の座標値を表示情報の縦横それぞれの大きさで割る



ことである．また，領域だけでは，そこに含まれる文
書の内容が不明なので，領域の座標値を検索キーに対
応表を検索し，書き下し文に記述されている文字列を

取り出す．検索処理は，次の通りである．(1)取り出
した文字列を用いて書き下し文の検索を行い，文字
列が出現する漢字文献と各文献の表示情報の領域を
得る．(2) (1) の各検索結果に対し領域の位置を正規
化する．(3)正規化された各漢字文献の領域と，検索
キーとして与えた領域を比較し二つの領域が重なれ
ば，その漢字文献を検索結果として選択する．
• 複合検索
複合検索は内容情報に対する検索と表示情報に対す

る検索を組み合わせた検索である．内容情報の検索
結果は，対応表を用いることで表情報の領域に写像
できる．また，表示情報への検索は，表情報の領域を
検索キーに用い，検索結果も表示情報の領域である．
従って，複合検索では，それぞれの検索結果から得ら
れる領域の内包関係を調べることで実現できると考
えられる．

3 電子スクラップブック

3.1 電子スクラップブックと漢字文献の関係

図 3 に漢字文献データと電子スクラップブックの関係
を示す．図 3 に示す通り，電子スクラップブックは，複
数の電子スクラップからなる．電子スクラップは，切抜き
元の漢字文献データから，漢字文献の識別子，内容情報，

対応表の要素から関連する要素を抜き出したものである．
さらに，電子スクラップ独自の情報として，他の電子スク
ラップと区別するための識別子とこのスクラップを視覚
化するときの位置情報であるオフセットを持つ．電子ス
クラップの内容情報に外字が含まれる場合は，切抜き元の
漢字文献の漢字属性情報を参照する．また，このデータモ
デルでは切抜きの表示に必要な表示情報を直接記述せず，
電子スクラップに記述している切抜き元の漢字文献の識
別子と，対応表の領域情報を用いて間接的に参照する．

文献データB 

表示情報

書誌情報

内容情報 対応表

電子スクラップブックの表示

電子スクラップブック

•ID            （1）
•オフセット （100,100）
•書誌情報 （ID = A）
•抜き出した対応表情報 （…）
•抜き出した内容情報 （…）
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図 3: 漢字文献データと電子スクラップブック

3.2 切抜きと貼り付け操作

漢字文献データから，利用者が必要な情報を取り出すた

めの切抜き操作について述べる．切抜きの対象である漢
字文献は，XML文書であるため，この操作は，XML文書
から必要な要素を取り出す操作である．

1. 切抜き要求．
利用者は，漢字文献の識別子と表示情報に対して切抜
き領域を指定する．

2. 漢字文献データから要素の抽出．
指定された漢字文献識別子に一致しかつ，指定された
領域に内包される座標が記述されている対応表の一

部を抜き出す．次に抜き出した対応表の内容情報の
出現情報の最大値と最小値を調べる．書き下し文で
ある内容情報と先に求めた文字列の領域に基づいて
切抜きに対応した内容情報を取り出す．

3. 電子スクラップブックへの登録
抜き出したデータに対し，電子スクラップの IDとオ
フセットの初期値を追加した上で切抜きを電子スク
ラップとして電子スクラップブックに追加する．

次に貼り付け操作について述べる．この操作は，電子ス
クラップを視覚化する操作である．電子スクラップ自身
は，表示情報を持たないため，この操作をする場合，切抜
き元の漢字文献データから間接的に表示情報を取得しな
ければならない．

a. 表示位置の指定
貼り付ける電子スクラップの IDを指定し，スクラッ
プの表示位置を指定する．

b. 漢字文献データからの切抜き画像の生成
電子スクラップが参照している漢字文献識別子と，対
応表に記述している座標値をすべて取り出す．取り
出した座標値の集合から X 軸，Y 軸それぞれの座標
値の最大と最小を求める．求めた値の組によって得
られる長方形の領域に従って参照元の漢字文献デー
タの表示情報から画像を切取る．最後に切取った画
像を電子スクラップブック上に表示する．

複数の電子スクラップの関連の分析や分類をするた

めに，電子スクラップの貼り付ける位置は自由に変更で
きる．

4 プロトタイプシステム

4.1 プロトタイプシステムの構成

プロトタイプシステムは，漢字文献データを管理するた

めのサーバと，漢字文献を閲覧するためのインタフェース
を提供するクライアントの構成にした (図 4)．サーバは，
漢字文献データをデータベースに格納するための DB 登
録エンジン，漢字文献を管理する漢字文献 DB，クライア
ントとの通信と問合せの変換等の処理をする漢字文献管
理システムからなる．クライアントは，漢字文献データ



の閲覧と検索をするための漢字文献閲覧インタフェース
と，電子スクラップを操作する電子スクラップブックイン
タフェースからなる．クライアントとサーバ間の通信プ

ロトコルは，HTTPを用いる．これにより利用者はネット
ワークのセキュリティーポリシーを意識することなく漢
字文献の閲覧等の操作ができると考えられる．また，電子
スクラップブックは，ファイルとしてサーバ側で管理する
ことで，複数の利用者による共有が可能になると考えら
れる．

漢字文献

閲覧

インタフェース

電子スク

ラップブック

インタフェース

漢字文献
DB

電子スクラップ

ブックファイル

DB登録
エンジン

漢字

文献

サーバ クライアント

利用者

漢字文献

データ管理

システム

図 4: プロトタイプシステムの概要

4.2 実装環境

プロトタイプシステムは，Java1.3 を用いて実装した．
クライアントとサーバ間の通信には，Apache と Tomcat
を利用した．漢字文献データを管理するデータベースに
は，Oracle 8.1.6を使用した．
本稿で使用したデータは，表示情報に玉川大学図書館

Webサイトの漢籍・和装本コレクションとして公開されて
いる百人一首の画像 [4]を利用し，内容情報には，百人一
首の内容を書き下したテキストを用いた．漢字文献デー

タのスキーマ記述には，Relax NG [3]を利用した．Relax
NGは，XML文書のスキーマ定義言語であり，DTDに比
べデータの記述能力が高く，XML文書として記述できる．
また， Relaxer [9] などの関連技術を用いることで XML
文書に関する操作を容易に実装できる．図 5 に本稿のプ
ロトタイプで用いた Relax NG で記述したスキーマの主
要な部分を示す．図 5 の 要素 KDinfo では書誌情報とし
て，Title，Subject，Identifierを記述する．要素 KDimage
には，百人一首の画像が格納されている場所の URLを記
述する．要素 KDcontent は，百人一首の画像に対応した
テキストデータを記述する．要素 KDcorrespondence は，
百人一首の画像の内容と内容情報との対応を記述する．

4.3 漢字文献データのデータベースへの格納

大量の漢字文献への検索処理のためには，データベース

技術の利用は不可欠であると考えられる．データベース
システムにはオブジェクト指向データベースや XML文書
処理に特化したデータベースシステムなどがあるが，今回
は，一般的に広く普及している関係データベースに漢字文
献データを格納した．漢字文献データの書誌情報，表示情

� �
<element name="KanjiDocument">

<element name="KDinfo">

<element name="Title"><text/></element>

<element name="Subject"><text/></element>

<element name="Identifier"><text/></element>

</element>

<element name="KDimage"><text/></element>

<element name="KDcontent">

<element name="header"><text/></element>

<element name="body"><text/></element>

</element>

<element name="KDcorrespondence">

<element name="KDheader"><text/></element>

<oneOrMore>

<element name="row">

<element name="cposition"><text/></element>

<element name="iposition">

<element name="minX"><text/></element>

<element name="minY"><text/></element>

<element name="maxX"><text/></element>

<element name="maxY"><text/></element>

</element>

</element>

</oneOrMore>

</element>

</element>

� �
図 5: プロトタイプシステムで利用した Relax NGスキーマ

報，内容情報，対応表の各要素は，それぞれ独立した要素
である．そこで本稿では，漢字文献の要素ごとに分割し，
対応した関係表に格納した．各関係表に格納される値が，
どの文献に属するかを明示するために書誌情報の IDを外
部キーとして参照する．図 6は， 図 5の各要素に対応し
た関係スキーマを示す．

� �
書誌情報 (Identifier, Title, Subject, filename)

表示情報 (Identifier, imageInfo)

内容情報 (Identifier, Header, Body)

対応表 (Correspondence Identifier, Identifier, KCNumber,

maxX, maxY, minX, minY)
� �

図 6: 漢字文献データの格納に用いた関係スキーマ

図 6で下線が引かれた属性は，その関係表の主キーであ
る．関係書誌情報では，図 5 で定義した書誌情報の要素
と漢字文献データのファイル名を記述する．関係表示情
報には，漢字文献の識別子と画像の格納されている URL
を記述する．関係内容情報には，漢字文献の内容情報の各
要素と対応する漢字文献の識別子を記述する．関係対応
表の内容情報の各要素とこの関係表独自の識別子を記述



する．

4.4 漢字文献検索の実装

今回のプロトタイプシステムで実装した漢字文献の検
索について述べる．プロトタイプシステムで実装した検
索機能は，書き下し文だけを対象としている．検索結果
は，検索キーが含まれる文献と文献中に検索キーが現れる
領域を表す座標の組の集合である．

1. 検索キーの入力．
検索キーの入力は，文字列を直接入力する方法と，漢
字文献データを利用して間接的に入力する方法があ
る．特に後者の方法は外字を含む検索キーの入力に

有効であると考えられる．しかし，今回のプロトタイ
プシステムでは外字処理は考慮していない．漢字文
献データを用いた検索キーの指定は，次の通りであ
る．(1)漢字文献の識別子と検索キーが描かれた表示
情報の範囲を指定する．(2)指定された漢字文献識別
子と一致しかつ，指定された範囲に内包される座標値
を含む文字の出現位置 p1, ..., pn を漢字文献の対応表
から取り出す．(3)指定された漢字文献の識別子に一
致する内容情報の要素 Bodyの値である文字列 sを取
り出す．(4)文字列 sから文字の出現位置 p1, ..., pn に
含まれる文字を取り出し検索キーを生成する．

2. 内容情報への問い合わせ．
検索キーを用いて各漢字文献の内容情報に対し問合
わせをする．結果は，漢字文献の識別子と表題及び内
容情報の要素 Bodyの値の組の集合である．ただし，
単語リストや漢字属性情報への問合せの場合は，項目
の出現位置を返す．

3. 検索キーの出現位置の検索．
書き下し文への問合せの結果はその文書全体である
ので，検索キーの出現位置を別途求めなければならな
い．そこで本稿では，ある文字列に対し先頭から検索
キーと比較し，一致しなければ文字列の先頭の 1 文
字を削除し残りの文字列と検索キーを再度，比較す
る．もし文字列比較が一致すれば，削除した文字数に
1加えた値を文字列中の検索キーの出現位置として記
録し，さらに検索を続ける．比較対照の文字列が検索
キーの長さより小さくなったときに検索を終了する．

4. 表示位置の問合せ．
3. の結果と対応表に対し問合せを行い対応する表示
情報の領域を得る．

4.5 プロトタイプシステムの実行例

4.5.1 漢字文献の閲覧例

図 7 に漢字文献の閲覧例を示す．図 7 に示すインタ
フェースでは，右側のテキストエリアに検索結果を表示す
る．検索結果は，検索に一致した漢字文献の ID，タイト
ル，および検索キーがマッチした領域の座標を表示する．
また左側には，漢字文献自身を表示する．検索キーと一致

した語は，その部分を文字ごとに赤い線の長方形で囲む．
図 7 は，百人一首のデータに対して 検索キー「天皇」で
検索した結果を表示した例である．

図 7 の下部にあるボタンとテキストフィールドを用い
て，漢字文献を操作する．検索キーの入力は，検索キーを
直接入力する方法と，漢字文献データを用いて間接的に
入力する方法がある．前者は，テキストフィールドに検索
キーを入力しボタン ”QBS”を押すことで実行する．後者
の方法は，表示されている漢字文献に対し検索キーとなる
範囲をマウスで指定し，ボタン ”QBI” を押すことで実行
する．漢字文献の IDをテキストフィールドに入力した上
で，ボタン ”Display”を実行することで，対応した漢字文
献が表示される．漢字文献からの切抜きは，表示されてい
る漢字文献に対し範囲をマウスで指定し，ボタン ”Cut”を
選択することで実行する．切抜きは，電子スクラップブッ
クに登録される．また，検索で得られる漢字文献への領域
情報を用いて切抜きを行う場合は，ボタン ”CBR”を押す．

図 7: 漢字文献閲覧システム実行例

4.5.2 電子スクラップブックの操作例

図 8は，百人一首からの切抜きを電子スクラップブック
上に表示した例である．図 8は，三つの百人一首データか
ら和歌の冒頭と著者名を抜き出したものを整理した図で
ある．電子スクラップブックインターフェースは，現在，

管理している電子スクラップの一覧を図 8 の右側のテキ
ストエリアに示す．また，左側が電子スクラップを表示す
る領域である．テキストエリアに表示される一覧は，項目
番号と，内容情報の組を順に表示したものである．項目番
号は，現在操作可能な電子スクラップを示すために電子ス
クラップインタフェースが一時的に割り振った値である．
図 8 の下部には，電子スクラップ操作のためのボタン

とテキストフィールドが配置している．電子スクラップ
の表示は，電子スクラップの項目番号および表示位置を

指定した上で ボタン ”Past” を選択することで行う．ま
た，電子スクラップの削除は，項目番号を指定し，ボタン



”Delete”を押すことで実行する．ボタン ”Import” はサー
バで保存している電子スクラップブックをクライアント
側への取り込みを行い，ボタン ”Export”はクライアント
での操作結果をサーバに送信する機能を実行する．

図 8: 電子スクラップブックシステムの実行例

5 関連研究

PDF [10]や eBook [11]は，インターネットを介して文
献や書籍を交換するためのフォーマットである．これら
は，電子的に作成された文書の画面での表示と印刷した結

果を同じにすることを目的としたフォーマットであり，文
献の見た目の情報とテキスト情報を同時に取り出すこと
ができない．対して，本研究では文献の画像としての側面
と文書としての側面を残したまま切抜きや貼り付け操作
を実現すること目指す．

XLibris [12]は，active readingの支援のために電子文献
への下線や注釈，切抜きなどの実際の紙と同様な操作環境
を提供している．データ構造などで本研究との類似点も
多いが，XLibris [12]は，ユーザインタフェースに着目し
た研究であるのに対して本研究では，データベースおよ
び情報検索の手法から文献の有効利用の実現を目指して
いる．

6 まとめ

本稿では，実物の公開が困難である古典的な漢字文献を
対象に，電子化した漢字文献を管理するためのデータモデ
ルを提案し，そのモデルに対する検索及び切抜き操作と，
その切抜きを管理する電子スクラップブックを提案した．
漢字文献は，Unicodeなどの符号化文字集合だけで表現で
きないことがあるので，文献の表示には画像を用いる．し
かし，漢字文献の画像だけを管理していたのでは，テキス

トによる文献検索ほど効率的な検索ができない．そこで
本稿で提案した漢字文献データモデルでは，画像と漢字文
献に関する情報とそれらの関連を一つの XML文書として
記述する．提案モデルに従った漢字文献は，元の漢字文献
の見た目を計算機上で再現することと，文字列による文献

検索の両方を実現できる．本稿では，漢字文献データに対
する検索と電子スクラップブックに対する操作について
述べ，プロトタイプシステムを実装し，実行例を示した．

今後の課題として，まず，本稿で述べた外字情報を含む
検索キーを用いた検索や複数の検索キーを用いた検索な
どの今回のプロトタイプシステムでは実装していない検
索機能の実現が挙げられる．他に，電子スクラップブック
を有効に活用するために電子スクラップを貼り付ける機
能だけではなく，電子スクラップブックに対して利用者独
自のメモを貼り付ける機能の実現を目指す．メモを貼り
付ける機能があれば，電子スクラップブックを複数の利用
者で共有する場合の意思疎通の支援や，電子スクラップの

分類について理解支援に利用できると考えられる．メモ
機能は，電子スクラップの表示情報を漢字文献への参照だ
けではなく，利用者が独自作成した画像への参照を許せば
実現できると考えられる．
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